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に，ラッデイズムと称せられる機械うちこわし運動は， 1811-12年の第 l 次ラダイット， 1816 
年の第 2 次ラダイット， 1826年の第 3 次ラダイットと続くが，本書の詳述するそれはこのうち
の第 1 次ラダイットに属する。 (cf. 真実口3J第 1 篇第 1 章補論， ラダイット運動小史。)しか
もこの第 1 次ラダイット自体は，ノッテンガム，ランカシア， ヨークシアの 3 ラダイットから
構成されているが，本書はもっぱらこのうちのヨークシア・ラダイ γ トに関するものである。
著者のリード自身， ヨークシア・ラダイットの中心地であるウエスト・ライデング (West









帯であり， うちこわしの主たる対象をなしたものは，動力使用の新式ケパ切り機械 (shearing frame) で
あった。
[1812年) 2 月末にハッダスフィーノレド (Huddersfield) 地方に起ったケパ切り機械の小規模なうちこ
わしをきっかけとして， 3 月 15 日までに同地区における被害は11件にものぼった。さらに 3 月 15日には同
地近在のテイラー・ヒノレ (Taylor Hi11)にあるヴイッカーマン氏 (Mr. Vickerman) の施設が破壊さ




れ， 3 月 24日にはりーズ (Leeds) 近隣のロードン (Rawdon) にあるトムソン工場 (Messers Thompｭ
son's Mil1)が襲われ，続く翌25日にはリーズのデイッキンソ γ民 (Messers Dickinson) の屋敷が押入
られ布地を切りさいなまれるというように，事件は相継いで発生した。これに加えて 4 月 9 日には，自発
的な機械撤去の示唆を拒否したホノレベリー (Horbury) のフォスター民 (Mr. Foster) の大きな工場が
夜半襲撃されるという如く，機械うちこわしの脅威はつのる一方で、あった。その中でも最も有名なものは，
ブロンテ (Ch. Brönte) の小説《シャーリー} (Shirley) [2 Jにいきいきと描かれている， 4 月 11 日のリ
ヴアセッジのローフォーノレズ (Rowfolds in Liversedge) にあるカートライト工場 (W. Cartwright's 
Mill) の襲撃であろう。そして破竹の勢にあったラダイ y トたちも， ここで初めて頑強な抵抗に遭遇し
機械うちこわしに失敗して退却するという新段階に到達した。もっともこの襲撃に参加して重傷をうけた
2名のラダイ?トに対するカートライト民の冷酷な仕打は，労働者側の憎悪をかきたて， 4 月 18日の同氏
暗殺未遂事件および 4 月 28 日のごうまんなるホースフオール氏 (Mr. W. Horsfall) の暗殺事件にまで発
展したが，これを境として機械うちこわしはその勢をそがれ，だんだんと下火になっていったことも争え
ぬところのようである。J (真実[13Jpp. 38-39.) 




(cf. ch. 1. r舞台J) そこでは18世紀のその地が，親方と職人との聞の家族的なつながりを基
調とする豊かな羊毛工業の満足の土地 (Land of Content) であったことが，デイフオー (D.
Defoe) の [4Jによって立証される。
そしてそれにすぐ続けて，その舞台で演技する主要な人物の登場となる。「紳士J (ch. 2) , 
「新人J (ch. 3) , r人民の側の人J (ch. 4) , r労働者J (ch. 5) というそれぞれの標題の下に，
ロノミーソン (H. Roberson) とラドクリッフ(J. Radcliffe); カートライトとホースフオー
ル;ブロンテ (P. Br?te) ;メラー (G. Mellor) とベインズ(J. Baines) 等々の人物が出
て来る。
まず「紳士」のうちのロパーソンは小説《シヤーリー)) (Ch. Br?te[ 2 J) の中で、のヘルス










Robert Reid, Land of Lost Content 
多かっただけに，かれのここでの役割は重要で、あったはずで、ある。そのうえブロンテ姉妹はこ
の地で生をうけたとすれば， <<シヤーリー>> (1849) に対するシヤーロット(1816-1855) の思
い入れにもーしほのものがあったに違いない。最後に「労働者」としては，ケパ切り職人や帽
子職人等の職人層があげられる。このうちヨークシア・ラダイットの首領となるメラーは，若





の両人を裏切ることになるウオーカー(B. Walker) は， メラーと同じ作業場に属するケバ
切り職人であり，いずれもラダイットの中核部隊を形成する職人層に属していた。これに対し




さて本書の 11811 [年JJ (ch. めでは，前年におきたノッテンガム・ラダイ y トのことが叙
述されているが， ここではそれらをすべて真実口3J (pp. 33-34. )にゆずり，当章では簡単に





く経済封鎖をめざす大陸封鎖令 (Continental System, 1806) を発動していた。これに対し
てイギリスもまた逆封鎖令 (Orders in Council, 1807) によって応酬したため，イギリスの
外国貿易は激減し，とくにランカシアの綿工業やヨークシアの羊毛工業などはその販路をなく
し苦境に追込まれていた。それらに追討をかけたものがアメリカによるイギリス船舶および商
品の立入禁止法 (Non-Intercourse Act, 180のであった L，打続く不作による小麦価格の












かった。 1810年に狂人ジョージ 3世 (George 111) に摂政がおかれ，以降10年聞はいわゆる
摂政下のイギリス (Regency England) に入るが，この摂政もけっして英逼とはいえず，そ

















次章の「紛糾J (ch. 10) でのべられているように， 2 月 23 日の夜遅くマーシュ (Marsh)村
から 1 マイル離れたところにあるハースト(1. Hirst) 氏の工場を顔を黒く塗った多数の男が
襲い，鉄やケパ切り機械を含むラシヤの仕上行程に使用される機械のすべてを打ちこわしたの
みならず，すぐにキピスを返してクロスランド・ムーア (Crossland Moor) のボールダアス
トーン工場(J. Balderstone's Mi11)をも襲ったという報が治安判事であるラドクリッフの下
に届くのは， 2 月 24日の日曜日の朝のことであった。かれは事の重大性を認識して早速州選出
の代議士であるウイノレバーフオース (W. Wi1berforce) に善処方を要請し，後者はそれをう








(Crown lnn) に集め，ウィリアム (William) の兄弟に当るジョン・ホースフオール(John
Horsefall) を議長にしてく暴動鎮圧委員会> (Committee for Supressing the Outrages) 
を組織するとともに，情報提供者には 100 ギニアを与えるとし、う提言をも行なった。
しかし'情報提供者が現われるどころか，その後も騒ぎはいっこうに収まらなかった。すなわ
ちゴノレカー (Golcar) としづ近隣の村の製造業者ヒンチクリッフ (W. Hinchcli宜的氏は50人
あまりの黒面のラダイットに襲われてケバ切り機械を打ちこわされたし， リンスウエイト
(Linthwaite) のサイクス(J. Sykes) 氏もまた10台のケパ切り機械を粉砕されたし，同村
のスワロー (S. Swallow) 氏も同様に仕上機械と道具を破壊された。
にもかかわらず強気のカートライトは，マースデン (Marsden) のテイラー兄弟 (Taylor
Brothers) の所から新式ケパ切り機械の搬入をもくろむ。それはラムズデン (Ramsden) 運




この傾向は 3 月に至るとやや規模を拡大してゆき， 4 月 11 日のカートライト工場襲撃というク
ライマックスをめざすことになるのである。
V 
本書の「最悪への準備J (ch. 12) にものべられているように， 3 月に入ってもこうした動
きは止まることをしらなかった。すなわち， 13日には南クロスランドとロックウッド (South
Crossland & Lookwood) の村々で，ヶパ切り機械の粉砕がみられ，続いて 15 日早朝には，
テイラー・ヒルの有力な製造業者ヴイ γ カーマン (F. Vickerman) の工場が襲われたが，そ
こでのラダイットはケパ切り機械を破壊しただけで、他の機械はこれを不聞に附したらしし、。な







さらにリーズ連隊司令官のキヤンベノレ大佐 (Colonel Cambell) の意見具申等によって，い
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ままでラドクリッフの要求を冷淡にあしらってきたグレー将軍 (General Gray) もようやく
事の重大性に気づき始めた矢先の24日には，リーズの外側にあるロードンのトムソン工場
(Thompson's Mill at Rawdon) が襲われ，すべての機械が打ちこわされた。のみならず












本書の「ローフオールズJ (ch. 15) の記述をたどってみれば，つぎのようにもなろう。
襲撃側の隊長はロングロイド・ブリッジ (Longroyd Bridge) のメラーであり，かれには
ソープ， ウオーカー，スミス (T. Smith) がつき従っていた。このうちソープはメラーの盟
友で副隊長格の地位にあり，あとの 2 人は下級指揮官としての役割を担わされていた。メラー
によって，もしできるなら武器をもって， 11 日の深夜にダンプ・スティープノレ (Dump Steeｭ
ple) のオベリスグに集合するようにと指令された総勢は，少くとも 200名から 300 名に達して
L 、たらしし、。
その中には，メラーの顔見知りの面々が数多くみられた。ロックウッド (Lockwood) 村か
らはブ、ルック (Brook) の家族 3 名がきており，その 1 人であるトーマス (Thomas) は小さ
な作業場の親方であり，このことは職人のみならず小親方までが新式機械の導入に反対の立場
であったことを示していた。他のハッダスフィーノレド近在の村々からは，へイ(J. Haigh) , 
デイーン (J. Dean)，オグデン(J. ügden)，ウオーカー(J. Walker)，ドレイク(J. Drake) 
等々の中核分子も参加していた。そのうえメラーに原始社会主義的理想を教込もうとした若き
ブース(1. Booth) の顔なども，そこにみられた。リヴアセッジからは，ハースト(1. Hirst) 
が到着していた。かれとかつてローフオールズのカートライト工場でケバ切り職人を務めてい
たハートレイ (S. Hartley) との 2 人に，ハーツヘッド・ムーア (Hartshead Moor) をこ
えてカートライト工場までの案内役をさせるというのが，メラーの心づもりであった。同じく
リヴアセ γ ジの出身であるホール (W. Hal1)とリッグ (G. Rigg) はシンガリ役となり，主
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その夜の 11時近く部隊は，つぎのような構成で，集合地点から 3 マイル離れたローフオーノL
ズへの進撃を開始する。すなわち，メラーの直接指揮下のマスケット銃隊，ソープの指揮する
ピストノレ隊 2 隊，斧およびハンマー隊のそれぞれからなり，最後の隊の中にはグレイト・エノ
ックス (Great Enochs) とよぶ大ハンマーを担ぐものもまじっていた。カーグリーズ (Kirk­
lees) 近くの原野の聞をのぼり，ハーツヘッド・ムーアの積荷馬道を横切って，スベン渓谷の







いたとおりに 2 階窓辺の胸壁をもっ板石の背後の部署につかせ，かれ自身をも含めて 1 階のラ
ダイットめがけて射撃さぜることにした。またカートライト側の 1 人は，鐘を打ちならして，
この急襲を渓谷中に知らせるように命じられた。
さて 1 階の工場内部は 3 人のカンバーランド (Cumberland) 民兵によって防衛されており，
そのうちの 1 人は懸命の掃射を行ったが，あとの 2 人は手をこまねし、て何もせず，しかもその
うちの 1 人は暖炉に退き射撃に復帰せよというカートライトの命令をも拒否する仕末であった。





















ア (R. Moor) として描かれたヒローやゼシトルマシとしてのかれの声価を損なうことにもな
った。
なんらかの情報をえんとその臨終に立ちあった牧師ロパーソンも，その目的を果せぬままに





訪づれ，そこの住人のネイラー (s. Naylor) から，彼の夫の帽子を借出し，ブ、ノレックにあて




ローフオールズ事件後の成行に関しては，本書の「同情の波J (ch. 16) にもあるように，
世人の同情はむしろラダイットの側に傾むき，そのため告発に必要な証人は皆無の状態にあっ
た。そのうえ 2 名の負傷者ブースとハートレイの取扱いをめぐるカートライトとロバーソンの






また次章「くらやみの銃撃J (ch. 17) にあるようにカートライトは， 自己の工場が襲撃さ
れたとき炉辺に後退してラダイットに銃をむけることを拒否した例のカンパーランド民兵隊の
1 兵士を許すことができなかった。そしてその事実を民兵隊の指揮官に報告し， 4 月 18日にハ
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させようとするものであったことは，本書の「恐しき時節J (ch. 18) にのべられているとお
りであった。
事実 4 月 27 日のラドクリッフ宛の手紙はホースフォーノレやその義兄弟のアトキンソン (T.
Atkinson) の暗殺を名ざしで指定してきていたが， 翌28日にはついに前者のそれの実現をみ
た。すなわちハッダスフィーノレドのラシア市場からかれのマースデン工場への帰りみちにあっ
たホースフオールが，馬で、パル (H. Parr) 氏の大農場の一番近い曲り角まで、きたとき，突然
ピストルによって狙撃された。その音をききつけて走ってきたノ勺レによってホースフオールは
ウオレンナー・ハウス (Warrenner House) に運ばれ， クイーンズ・ベイ (Queen's Bay) 
j騎兵隊の若い補助外科医のケンニイ (M. Kenny) , さらにはハッダスフィーノレドの町外科医
による手当がなされたが，出血多量のため施すすべがなかった。これは後で判明したことでlあ
るが，このときの犯人は，メラー， ソープ，ウオーカー，スミスの 4 人組であり，メラーの最
も信頼するグループによって構成されていた。もっとも実際に狙撃したのはメラーとソープの





しかし本書の「急進的改革派J (ch. 19) でものべられているように， ラダイットと革命な
いし政治改革との結びつきは希薄であったらしい。当時の急進改革派の首領と目されるパーデ













ここでラダイット制圧に登場する 1 番手がメイトランド (T. Maitland) ーアグランド (w.
Adand) ーレインズ (F. Raynes) の軍隊作戦であり，それは本書の「メイトランドJ (ch. 
20) , r指揮官J (ch. 23) , r レインズJ (ch. 25) , rきようなら，グレイ J (ch. 26) の諸章に
展開されるとおりである。そしてまたそれはランカシア・ラダイットの場合と同様に，ヨーク
シア・ラダイットにも有効であった。それに加えて，これまたランカシヤ・ラダイットの抑圧
に異常な執念をみせた法廷代理人 (solicitor) のロイド(J. S. Lloyd) も，当地の治安判事ラ
ドクリッフとは対立を繰返しながらも，かれ独自の鎮圧活動に遁進する。




5 月に入ると，ウエスト・ライデγグの州治安長官 (Lieutenancy) の会議をウェイグフィー
ルド (Wakefield) で開催することを提案した。そのさい一堂に会したのは，チN治安長官のフ
イッウィリアム (Lord Lieuftenant W. Fitzwilliam) を始め，ラドクリッフを含む各地区の
治安判事，州長のスリングズピイ (High Sheriff T. T. Slingsby) 等々であったが，その席
にはグレイの姿もみられた。そこでのメイトランドはこの地方の住民が軍隊に頼ることなしに
自衛策を講ずべきことを力説するとともに，フイッウィリアムの利用可能な義勇兵ないし民兵
の 12， 000名を 4 隊に分けたうえでそれらのすべてをメイトランドの指揮下におくことを要求し
た。このようにしてメイトラシドによるグレイ追出策の第一歩が踏みだされた。
他方本書の「医者J (ch. 2めにもあるように，ロンドンでは 5 月 15 日のノξ ーシヴアルの暗殺
によって政権はリヴアプール (R. Li verpool)に移ることになったが，それとともに内相もラ
イダーからシドマウス (Sidmouth) へと交替する。そしてこの後者の手で，新たな弾圧立法
としての<治安維持法案> (the Preservation of the Public Peace Bill) とく不法宣誓














メイトランド中将はアクランド少将にハッダスフィールド常駐を命じ， 1 ， 000 人の部隊をそこ
にはりつけた。その配下にあって活動すべきレインズ大尉はベンナイン (Pennine) をこえて
かれのコマンド部隊をウエスト・ライデングに連れてくるようにと命じられ，到着後は重騎兵
の分遣隊および西サホーク民兵隊 (West Su旺olk Militia) の 3 個中隊の指揮をもゆだねられ

















ン (E. Perkin) というコソ泥の逮捕であったが，それによってイモづる式に数人のギヤング
がつかまった。そしてかれらはロイドの脅しによって国王側の証入になることで罪を免れよう
ともした。同じくメイトランドがもぐりこませたスパイによる不法宣誓のカドで，ベインズと
そこに居合せた 5 人(ベインズの息子の日才になるザカリア [ZarkariahJ をも含めて〉も 9
月 14 日にヨーク (York) の監獄送りになった。





当るジョージ (Geoge) の 2 人であるというものであった。そしてこのVはほかならぬジョー
ジフのダンジョンウッド (Dungeon W ood) の作業所で働いていたヴアーレイ (Varley) で

















スとウオーカーの 2 人を加えた 4 人でなされたこと， ローフオールズの襲撃を頂点とすラダイ
ット騒乱の首謀者がメラーであることも判明した。それとともに，例えばローフオールズ襲撃











も， 来るべきヨークシヤの特別裁判 (Special Commission) では， その時の寛容な判事で
(2) これはバ y グレイ(J. Buckley) を中心とする平和と議会改革をめざす進歩的グループの秘密集ノ
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このような特別な準備のうえで，いよいよヨークの特別裁判が1813年の 1 月 2 日(土曜日〉




(Sir A. Thomson) とルプラン (Sir S. Le Blanc) があてられる。つぎに検事側としては，
ノζ ーク(J. A. Park) およびホブノ、ウスに雇われたかのロイドとアリソン(J. Allison) とが，
弁護側には無能なブラ γ クバーン (Blackburn) とそれとは対照的に当時名声の高かったブル
ーム (H. Brougham) がそれぞれ据えられた。
さて本格的な裁判は 1 月 4 日の月曜日から開始されるが，この日はラドクリッフを含む23名
の大陪審の宣誓が行なわれたのみであった。翌 5 日から12 日までの丸々 1 週間に及ぶ裁判の結
\会がスパイのために逮捕され， 38名が不法宣誓施行の罪名で起訴され，無罪となった事件をいう。






同様な評判をもたなかった。……サー・アレグザンダー・トムソン (Sir Alexander Thomson) と
サー・サイモン・ノレプラン (Sir Simon Le Blanc) は，数人のラダイットをポテトを盗んだハン
ナ・スミス (Hannah Smith) と一緒に死刑を宣告した 5 月のチェスター特別裁判で以前に一緒に開
廷に当っていた。J (本書; p. 233) とあるが，これは二つの点において間違っている。第 1 にベイリ
イはランカシア特別裁判ではなく，ノッテンガム・ラダイットの春季巡回裁判で、起訴された 9名に対
し，成立したばかりのプレイム破壊法案 (frame work biIl)に依拠することなく，無罪 2 ， 7 年な
いし14年流刑 7 の軽量判決を言渡した判事であった。また第 2 にトムソンと Jレプランは，チエシア特
別裁判の担当ではなくて，当のランカシア特別裁判の担当判事であり，チエシアのそれはダラス (Mr.





果は，死刑17，終身流刑 1 ， 7 年流刑 6 という重刑者を出す厳しいものであったが，ここでは




オレンナア・ハウス (Warrenner House) の亭主，次にノミノレ，そこで出血の手当をした外科医













行を 3 日後の 1 月 8 日に行なうことをも宣言する。先にみたメイトランドの遺体処理策とも考
え合せれば，当局側によるメラーの早期抹殺の意図は歴然としていたといえよう。





一転して本書の「技術の法則J (ch. 37) において， ラダイット敗北の真因としてのかれの技
術史観を展開する。同章で頻発する「技術の法則J (the Law of Technology) や「技術の不
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にかなっていないとはいえないとしヴ事実をも承認する。しかしかれの場合「社会の富はその








しえたとしてラダイットを積極的に評価せんとするトムソン (E. P. Thompson) 等とは対極
的位置を占めるものといえそうである。書評者はむしろトムソン等の立場 (cf. Thompson 














stockings) を作るのに使用されたJ (本書， p. 58) というのみならず， Iこの新しい技術が，
それにすぐ引続く事件〔ノッテンガム・ラダイット〕に対する引金であったJ (ibid.) ともい
(5) まず Manuscripts としての Fitzwilliam Papers (Sheffield City Library) や Radcliffe Papers 




している所を，内務省文書 (Home Office Papers) を使って，かの女の目的はお金ではなくて息子
の安全であったこと，またかれを告発に追込んだのはウオーカー自身であったというように訂正して
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